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2平成26 年 4 月

３
月
定
例
会
は
３
月
11
日
か
ら
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
を
受
け
て
提
案
さ
れ
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
議
案
16
件
、
ま
た
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
６
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
19
日
に
閉
会
し
た
。一

般
会
計
予
算

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
は
、
過
去
10
年

で
２
番
目
の
予
算
規
模
と
な
り
、
前
年
度
比
３
億
5

2
1
5
万
円
、
9.8
％
増
の
大
幅
な
増
額
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
比
井
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
で
の
避
難

道
路
（
比
井
地
区
）
や
避
難
広
場
（
阿
尾
地
区
）
の

整
備
の
他
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
防

災
対
策
、
平
成
27
年
開
催
の
『
紀
の
国
わ
か
や
ま
国

体
』
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
関
係
費
や

練
習
用
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
若
も
の
広
場
の
改
修
な
ど

が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
創
設
さ

れ
た
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
な
ど
に
よ
り
、
予
算
規
模
が
大
幅
な
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

収益的収入  ２億４，８８２万円
収益的支出  ２億７，５８９万円
資本的収入  １２１万円
資本的支出   ６，０８１万円

平成２６年度
一般会計  ３９億３，４５９万円

特別会計  ２２億４，７１９万円

予算総額  ６１億８，１７８万円

水道事業会計



歳
出

歳
入

H24 H25 H26

１２億９４４７万円 １５億４２９６万円

４億６９６９万円

４億８９７６万円

１億１９８９万円

３億６４５３万円

４億５２３万円

３億７７０２万円

４億１４００万円

６億４００８万円

３億６９０万円

３億３４４４万円

５億１３５３万円

２億７３２４万円

２億１８１３万円

１億５３０万円

民生費 地方交付税

農林水産業費 町税

総務費 町債

土木費 県支出金

公債費 繰入金

衛生費 国庫支出金

教育費
分担金
及び負担金

その他 地方譲与税
ほか交付金

ほか諸収入

３
億
３
６
４
８
万
円

９
億
５
３
３
０
万
円

１
億
７
０
０
７
万
円

７
億
５
１
０
７
万
円

下水道事業 国民健康保険 後期高齢者 介護保険

平成26 年 4 月3

訃
報

3
月
定
例
会
最
終
日
に
中
町
長
か
ら
辞
表
の
提
出
が

あ
り
議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
が
、
そ
の
後
３
月
27
日

に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

故　中　善夫　前町長



国体の練習会場となる若もの広場

志賀小に学童保育所を建設

消火栓に新しいライン

4平成26 年 4 月

比
井
崎
地
区
地
域
交
流
拠

点
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

産
湯
海
水
浴
場
海
の
家
の

管
理
に
つ
い
て
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の

ン
タ
ー
の
補
助
金
で
、
武
道

館
の
畳
の
全
面
改
修
で
６
０

０
万
円
、
若
も
の
広
場
の
防

球
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
工
事
で

１
千
万
５
千
円
、
合
計
１
６

０
０
万
５
千
円
の
助
成
で
あ

る
。

問　

学
童
保
育
、
昨
年
よ
り

予
算
が
増
え
て
い
る
が
。

教
育
課
長　

志
賀
小
学
校
の

学
童
保
育
設
計
委
託
料
で
あ

る
。

問　

志
賀
学
童
保
育
所
の
計

画
は
、
志
賀
・
比
井
崎
地
区

を
対
象
に
開
設
す
る
の
か
。

教
育
課
長　

学
童
保
育
が
設

小
学
校
19
名
、
計
20
名
の
常

時
保
育
を
対
象
に
開
設
し
た

い
。

問  
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、

今
回
消
費
税
は
上
が
る
が
値

上
げ
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
10
％
に
な
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
。

教
育
課
長　

美
浜
・
日
高
・

由
良
３
町
で
共
同
で
学
校
給

食
を
進
め
て
お
り
、
消
費
税

が
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
検

討
し
た
結
果
、
メ
ニ
ュ
ー
の

工
夫
や
材
料
の
調
達
で
カ
バ

ー
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

今
回
は
見
送
っ
た
が
、
今
後

は
様
子
を
み
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
補
助
金
、
Ｊ
Ａ
の
農
地

相
談
員
を
新
た
に
配
置
さ
れ

る
内
容
は
。

産
業
建
設
課
長　

Ｊ
Ａ
が
合

併
し
、
新
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
２

名
の
農
地
相
談
員
を
設
置
し
、

農
地
の
利
用
調
整
等
に
つ
い

て
、
一
元
的
に
ま
た
、
広
域

的
に
実
施
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。

関
係
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
９

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て

行
う
も
の
で
、
町
農
業
委
員

会
と
の
情
報
交
換
及
び
週
２

回
程
度
の
巡
回
相
談
を
予
定

し
て
い
る
。

問　

前
年
に
比
べ
て
１
３
７

万
６
千
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
る
等
、
消
防
施
設
整
備
、

修
繕
費
の
説
明
を
。

総
務
政
策
課
長　

今
年
度
よ

り
消
火
栓
の
周
り
に
黄
色
の

ラ
イ
ン
を
入
れ
る
。

消
火
栓
で
３
４
８
カ
所
、

防
火
水
槽
で
33
カ
所
、
そ
れ

と
消
防
車
両
車
庫
前
の
駐
車

禁
止
等
の
ラ
イ
ン
を
引
き
直

す
。

日
高
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

改
正し

尿
汲
み
取
り
料
金
を
、

18
㍑
あ
た
り
25
円
値
上
げ
す

る
も
の

問　

し
尿
汲
み
取
り
料
値
上

げ
の
理
由
説
明
を
。

住
民
福
祉
課
長　

消
費
税
分

６
円
と
、
燃
料
の
高
騰
、
点

在
す
る
対
象
住
宅
に
よ
る
効

率
の
問
題
、
17
年
前
よ
り
料

金
据
え
置
き
等
に
よ
る
19
円

を
合
わ
せ
て
、
18
㍑
あ
た
り

25
円
の
値
上
げ
と
な
る
。

一
定
の
値
上
げ
に
関
し
て

は
理
解
す
る
も
の
の
今
回
の

値
上
げ
幅
は
住
民
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
た
め
反
対
す

る
。

西
岡
佳
奈
子
議
員

反
対
討
論

問　

国
体
実
行
委
員
会
補
助

金
の
詳
細
を
。

教
育
課
長　

県
の
補
助
も
あ

る
が
、
実
際
に
は
、
対
象
経

費
の
２
分
の
１
と
か
限
度
額

が
決
ま
っ
て
お
り
、
２
千
万

円
余
り
の
中
で
約
３
０
０
万

円
の
補
助
を
貰
う
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助

成
金
１
６
０
０
万
５
千
円
の

説
明
を
。

教
育
課
長　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
は
、
独
立
行
政

法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

置
さ
れ
た
平
成

19
年
は
、
常
時

保
育
７
名
、
臨

時
保
育
６
名
、

計
13
名
で
の
運

営
だ
っ
た
が
、

平
成
26
年
度
で

は
常
時
保
育
52

名
、
臨
時
保
育

19
名
、
計
71
名

の
入
所
希
望
が

あ
り
、
現
施
設

で
は
60
名
程
度

が
限
界
と
考

え
、
比
井
小
学

校
１
名
、
志
賀

一
般
会
計

条
例
制
定

条
例
改
正



機械購入補助で農家の経営を応援

山本　源昭　氏

西岡　佳奈子　氏 野田　善啓　氏

平成26 年 4 月5

2
月
19
日
臨
時
議
会
が
開
会
さ
れ
、

萩
原
跨
線
橋
補
修
工
事
の
委
託
契
約

（
協
定
）
変
更
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

可
決
し
た
。

工
事
委
託
契
約
の
変
更

　

萩
原
跨
線
橋
補
修
工
事

　
　
　

４
８
９
５
万
９
千
円

（
１
５
６
３
万
５
千
円
の
減
額
）

・
水
道
使
用
料
金

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
使
用
料

・
住
民
公
園
使
用
料

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
使
用
料

・
学
校
施
設
使
用
料

・
公
民
館
施
設
使
用
料

・
通
園
バ
ス
使
用
料

・
下
水
道
使
用
料

山
本
源
昭
議
員
が
、
議
員
と
し
て
27

年
以
上
在
職
し
て
の
功
績
に
対
し
て
表

彰
さ
れ
た
。

条
例
改
正

規
定
の
予
算
総
額
か
ら
１
１
７
６
万
７
千
円
を
減
額
し
、
40
億
６
５
９
３

万
８
千
円
と
す
る
。

主
な
内
容

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
新
シ
ス
テ
ム
委
託
料
５
１
８
万
円
、
日
高
総
合

病
院
負
担
金
１
９
９
８
万
１
千
円
、
経
営
体
支
援
事
業
補
助
金
72
万
３
千
円
等

の
増
額
。

た
め
池
等
整
備
事
業
費
６
３
６
万
７
千
円
、
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
８
１
５

万
６
千
円
、
日
高
広
域
消
防
負
担
金
１
０
１
１
万
８
千
円
、
内
原
小
学
校
改
修

工
事
８
５
１
万
３
千
円
等
の
減
額
。

26
年
度
へ
繰
り
越
し
た
主
な
事
業

水
道
水
源
開
発
等
施
設
整
備
事
業
７
４
０
万
円
（
Ｈ
26
年
10
月
末
完
成
予
定
）

漁
村
再
生
交
付
金
事
業
１
２
５
６
万
６
千
円
（
Ｈ
27
年
３
月
末
完
成
予
定
）

避
難
広
場
整
備
事
業
１
９
９
５
万
円
（
Ｈ
27
年
３
月
末
完
成
予
定
）

問　

経
営
体
育
成
事
業
で
農
業
用
機

械
補
助
72
万
３
千
円
の
説
明
を
。

産
業
建
設
参
事　

認
定
農
業
者
の

方
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
１
台
分
２
４
１

万
円
で
あ
り
、
補
助
金
は
72
万
３
千

円
、
融
資
は
73
万
、
自
己
資
金
は
95

万
７
千
円
で
あ
る
。

問　

申
請
に
関
し
て
の
説
明
を
。

産
業
建
設
参
事　

認
定
農
業
者
若
し

く
は
新
規
就
業
者
の
方
が
そ
の
資
格

が
あ
る
。

幾
つ
か
の
条
件
を
満
た
し
て
国
の

方
に
申
請
を
す
る 

。

臨
時
議
会

消
費
税
率
改
正
に
伴
い

変
更
さ
れ
る
主
な
使
用
料

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰

野
田
善
啓
議
長
、
西
岡
佳
奈
子
副
議

長
が
15
年
以
上
在
職
し
て
の
功
績
に
対

し
て
表
彰
さ
れ
た
。



紀伊内原駅舎とトイレ
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問　

昨
年
３
月
、
JR
西
日

本
が
内
原
駅
構
内
に
自
動
券

売
機
を
設
置
し
た
の
を
機
に
、

近
い
将
来
、
駅
は
無
人
化
し

駅
ト
イ
レ
が
閉
鎖
さ
れ
る
懸

念
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

憩
い
の
場
と
し
て
の
有
効
活

用
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

副
町
長　

駅
ト
イ
レ
改
修
に

併
せ
、
駅
舎
の
無
償
譲
渡
、

耐
震
調
査
及
び
駅
舎
周
辺
を

総
合
的
に
整
備
計
画
す
る
駅

舎
活
用
基
本
計
画
を
策
定
す

る
。

問　

来
年
は
「
わ
か
や
ま
国

体
」
開
催
で
、
全
国
か
ら
当

町
に
来
客
が
あ
り
、
日
高
町

の
注
目
度
を
高
め
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

今
後
、
内
原
駅
舎
を
「
町

の
発
信
基
地
」
に
す
れ
ば
ど

う
か
。

総
務
政
策
課
長　

内
原
駅
を

地
域
に
親
し
ま
れ
る
活
動
の

場
と
し
て
、
今
回
の
駅
舎
活

用
基
本
計
画
の
策
定
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

問　

策
定
業
務
は
業
者
委
託

に
な
る
と
思
う
が
、
駅
舎
活

用
の
主
体
者
は
町
民
で
あ
る

以
上
、
町
民
参
画
で
駅
舎
活

用
の
最
終
プ
ラ
ン
作
り
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長　

町
長
と
も
十
分
相

問　

風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊

急
助
成
事
業
は
、
平
成
25
年

度
限
り
か
。

副
町
長　

平
成
26
年
度
も
引

き
続
き
行
う
。

問　

事
業
当
初
の
町
内
の
接

種
見
込
数
と
、
現
在
ま
で
の

申
請
者
数
は
。

副
町
長　

昨
年
の
６
月
議
会

で
４
７
３
人
分
を
予
算
計
上

し
た
が
、
今
年
２
月
末
で

84
人
の
申
請
者
と
な
っ
て
い

る
。

問　

対
象
者
数
に
対
し
て
、

申
請
者
数
が
少
な
い
。

平
成
26
年
度
の
継
続
事

業
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

先
の
接
種
率
の
動
向
を
ど
う

見
る
か
。

健
康
推
進
課
長　

何
年
も
助

成
事
業
が
続
く
と
は
思
わ
な

い
の
で
、
対
象
者
は
で
き
る

だ
け
接
種
し
て
欲
し
い
。

問　

今
後
、
ど
う
啓
発
し
て

い
く
の
か
。

健
康
推
進
課
長　

更
な
る
広

報
に
努
め
て
い
く
。

他
の
一
般
質
問

「
日
高
町
の
農
業
振
興
策
」

談
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

駅
舎
及
び
周
辺
の
整
備

計
画
だ
け
で
な
く
、
駅
前
活

性
化
プ
ラ
ン
、
ひ
い
て
は
町

活
性
化
プ
ラ
ン
へ
と
連
動
さ

せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

副
町
長　

提
案
さ
れ
て
い
る

「
駅
・
産
湯
海
水
浴
場
・
温

泉
館
の
３
拠
点
を
結
ぶ
プ
ラ

ン
」
は
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

副
町
長　

JR
西
日
本
和
歌
山

支
社
と
の
協
議
で
、
平
成

26
年
度
に
県
の
補
助
事
業
で
、

内
原
駅
ト
イ
レ
の
改
修
工
事

を
進
め
る
。

問　

駅
舎
を
人
々
が
集
え
る

榮　

茂
美　

議
員
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ど
の
よ
う
に
支
え
て
い
け
る

か
に
つ
い
て
、
常
に
検
討
し

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

教
職
員
一
人
ひ
と

り
が
や
り
が
い
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
一
人
ひ

と
り
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、

学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
た

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
き

た
い
。

す
る
と
通
知
が
あ
り
、
期
間

延
長
の
可
能
性
は
な
い
。

1
年
後
の
終
了
に
向
け
広

報
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。
問　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
設

定
値
以
上
の
震
度
の
地
震
発

生
時
に
自
動
的
に
電
気
の
供

給
を
遮
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

各
家
庭
に
設
置
す
る
こ
と

で
出
火
を
防
止
す
る
な
ど
被

害
を
軽
減
で
き
る
。

十
分
な
情
報
収
集
を
し
た

上
で
、
普
及
に
む
け
た
取
り

組
み
を
。

副
町
長　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
種
類
は
、
分
電
盤
で
電
気

を
止
め
る
も
の
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
設
置
す
る
も
の
、
ブ
レ

ー
カ
ー
ス
イ
ッ
チ
に
お
も
り

を
つ
け
て
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

も
の
な
ど
が
あ
り
、
数
千
円

か
ら
10
万
円
程
度
の
も
の
ま

で
様
々
で
あ
る
。

通
電
火
災
に
対
し
て
一
定

の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
、

被
害
軽
減
の
有
効
な
方
策
の

一
つ
で
あ
り
、
広
報
・
啓
発

し
て
い
き
た
い
。

西岡　佳奈子　議員

問　

学
校
現
場
の
多
忙
化
に

つ
い
て
、
和
歌
山
県
教
職
員

組
合
の
２
０
１
２
年
調
査
で

は
、
教
職
員
の
残
業
が
平
均

一
日
２
時
間
20
分
、
１
ヵ
月

69
時
間
32
分
、
休
日
・
持
ち

帰
り
も
含
め
る
と
91
時
間

13
分
と
な
っ
て
い
る
。

教
職
員
の
多
忙
化
は
健
康

面
な
ど
へ
の
悪
影
響
と
と
も

に
、
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て

も
決
し
て
良
い
影
響
が
あ
る

と
は
思
え
な
い
。

勤
務
実
態
を
ど
の
よ
う
に

把
握
、
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

課
題
や
解
決
方
法
な
ど
、

ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

平
成
25
年
度
に
日

高
地
方
教
育
長
会
が
実
施
主

体
と
し
て
、
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。

教
職
員
の
業
務
が
増
加
し
、

勤
務
時
間
終
了
後
も
ほ
ぼ
毎

日
学
校
に
残
り
執
務
す
る
教

職
員
が
多
く
、
職
務
を
果
た

す
た
め
に
教
職
員
が
感
じ
る

多
忙
感
は
日
常
化
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。教

育
委
員
会
と
し
て
教
職

員
の
心
身
の
健
康
保
持
と
勤

務
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
各

校
の
教
育
活
動
が
充
実
す
る

よ
う
学
校
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

調
査
で
は
、
「
仕
事
に

や
り
が
い
」
を
、
「
と
て
も

感
じ
る
」
と
「
割
と
感
じ

る
」
を
合
わ
せ
る
と
77
・
１

％
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
「
仕
事
に
追
わ

れ
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
な

い
」
と
、
「
と
て
も
感
じ

る
」
と
「
割
と
感
じ
る
」
を

合
わ
せ
て
74
・
３
％
と
な
っ

て
い
る
。

そ
う
い
う
学
校
現
場
の
状

況
を
、
教
育
委
員
会
と
し
て

問　

テ
レ
ビ
放
送
完
全
地
デ

ジ
化
に
あ
わ
せ
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
各
社
に
お
い
て
デ

ジ
ア
ナ
変
換
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
変
換
は
来

年
３
月
末
ま
で
の

暫
定
措
置
だ
が
、

期
間
延
長
の
可
能

性
は
。

ま
た
、
町
民
へ

の
周
知
を
。

副
町
長　

Ｚ
Ｔ
Ｖ

か
ら
予
定
通
り
来

年
３
月
末
に
終
了
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研
究
を
し
た
。

漁
業
で
は
経
営
体
数
・
漁

業
就
業
者
数
は
約
３
分
の
１

に
減
少
、
漁
獲
量
は
約
６
分

の
１
に
減
少
、
売
上
高
は
約

７
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
。

　

獲
れ
な
い
、
単
価
が
上
が

ら
な
い
、
消
費
し
て
も
ら
え

な
い
等
環
境
は
相
当
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

町
と
し
て
は
放
流
事
業
な

ど
単
費
で
行
っ
て
い
る
が
、

新
た
な
漁
業
振
興
策
と
し
て

「
ひ
じ
き
の
養
殖
」
に
つ
い

て
環
境
調
査
を
県
に
申
請
中

と
聞
い
た
。

今
後
も
漁
協
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
協
力
で
き
る
範
囲
の

中
で
支
援
を
し
て
い
く
。

農
業
で
は
漁
業
と
同
様
、

農
家
戸
数
は
約
２
分
の
１
に

減
少
、
従
事
者
数
は
約
３
分

の
１
に
減
少
、
耕
作
面
積
は

約
２
分
の
１
に
減
少
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

農
業
に
関
し
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
問
題
等
、
国
の
施
策
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

平
成
25
年
度
に
遊
休
農
地

に
な
る
可
能
性
の
場
所
を
事

前
対
策
を
講
じ
る
と
い
う
意

味
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
に
補
助
金

を
出
し
、
現
時
点
で
は
約
2.7

ヘ
ク
タ
ー
ル
契
約
済
及
び
契

約
予
定
で
あ
る
。

加
え
て
遊
休
農
地
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
に
も
な
る
。

引
き
続
き
の
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
期
待
し
て
い
る
。

今
後
も
農
家
の
方
々
に
も

知
ら
せ
な
が
ら
Ｊ
Ａ
・
農
業

委
員
会
と
も
連
携
し
な
が
ら

結
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と

説
明
を
受
け
た
。

委
員
会
は
３
月
18
日
に
改

修
工
事
完
了
に
伴
い
、
現
場

を
視
察
し
た
。

内
原
小
学
校
校
舎
の
外
壁

改
修
、
床
改
修
及
び
屋
上
防

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

この広報紙は再生紙を使用しています。

水
工
事
、
又
体
育
館
と
本
校

舎
の
間
に
、
仮
設
校
舎
と
し

て
、
工
事
期
間
中
に
職
員
室

と
し
て
使
用
し
、
改
修
後
に

会
議
室
と
し
て
使
用
す
る
仮

設
教
室
を
建
築
。

本
校
舎
北
側
に
２
階
建
て

の
便
所
棟
の
増
設
を
施
工
す

る
も
の
で
あ
る
。

工
事
関
係
費
で
２
億
５
８

６
万
円
で
あ
る
。

学
校
関
係
者
か
ら
話
を
聞

く
と
プ
レ
ハ
ブ
教
室
を
臨
時

に
設
置
す
る
な
ど
の
事
が
あ

っ
た
が
、
予
定
通
り
工
事
を

完
成
し
た
。

生
徒
は
じ
め
先
生
方
は
非

常
に
快
適
環
境
で
授
業
が
行

わ
れ
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。

委
員
会
は
１
月
31
日
に
漁

業
・
農
業
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
漁
業
・
農
業
セ
ン
サ

ス
等
を
参
考
資
料
と
し
て
担

当
課
よ
り
説
明
を
聞
き
調
査

 わが町の
漁業・農業は

内原小学校
改修工事完成

3
月
27
日
、
中
町
長

が
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。

3
月
議
会
開
会
日
と

閉
会
日
に
、
中
町
長
か

ら
議
会
に
宛
て
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、

誰
も
が
一
日
も
早
い
回

復
を
願
い
つ
つ
議
会
を

終
え
た
直
後
の
訃
報
で

し
た
。

議
場
で
の
町
長
は
、

議
員
の
一
言
一
句
を
聞

き
漏
ら
す
ま
い
と
前
を

向
き
、
考
え
方
が
相
反

す
る
時
に
も
真
摯
に
答

弁
さ
れ
る
方
で
し
た
。

心
か
ら
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

西
岡　

佳
奈
子


